
１．対象地区の現状
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２．対象地区の課題

実質化された人・農地プラン

（備考）

直近の更新年月日

②内喜納集落は市内で一番古い土地改良区があり、かんがい用水施設の老朽化による漏水等が度々起こり、

営農に影響を及ぼしている。

①池原東集落においては、土地改良に至っていないため、営農環境が厳しい農地が多く、⾧期間耕作放棄地

等となっている農地が増えている。新規就農者を含めた担い手の確保には、生産基盤の整備が必要である。

【その他】  池原東集落 ・ 内喜納集落

②後継者未定又は不明の耕作者の多い集落においては、新規就農者に対しても利用権設定や農地中間管理機

構の活用を含めたマッチングを進めていく必要がある。

①土地改良区内においても遊休農地等が発生してきている集落もあり、効率的・有効的な農地利用を図るた

め、中心経営体へ農地集積を促進していく必要がある。

【耕作放棄地・遊休農地の増加】 全集落共通事項

②今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積（6.97ha）となっており、後継者未定又は不明の耕作面

積（3.92ha）より多い。効率的・有効的な農地利用を促進するためのマッチングを行う必要がある。

①70歳以上の耕作者は7.45haで、そのうち後継者未定又は不明の農地が52.6％（3.92ha）あり、後継者問題

が顕著である。

【後継者不足・担い手不足】 全集落共通事項
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④地区内において今後中心経営体が引受ける意向のある耕作面積の合計
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対象地区名（集落名）

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

③地区内における70歳以上の農業者の耕作面積の合計

ⅰ うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計



３．対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

４．３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（※任意記載事項）

②内喜納集落の土地改良区において、農業用水を安定供給することで、生産効率の向上による遊休農地の解

消及び農地集積・集約化を図るため、老朽化したかんがい用水施設の再整備に取組む。

①内喜納集落において、基幹作物である施設野菜を中心に（特に食用菊の産地として）展開するため、後継

者の育成と新規就農者等の参入を促進し、食用菊等で農地集積・集約化に取組む。

④耕作者や所有者等みんなで協力し、定期的な草刈や清掃等を行うことで、みんなで利用する農道や水路等

の管理をしていく。

③後継者のいる農地については、後継者の確定（事業継承者の確定）に向けて取組む。

②「農地を貸したら戻ってこない」という先入観を払拭するため、利用権や農地中間管理機構等の説明を積

極的に行い、耕作放棄地や遊休農地の解消に取組む。

①貸付等の意向が確認された農地は50筆（61,796㎡）となっている。農地中間管理機構の活用を含め、地主

と担い手とのマッチングを行う。

【農地集積について】 全集落共通事項

①後継者不足及び担い手不足の解消のため、入作を希望する認定農業者や認定新規就農者及び新規就農を希

望する者の受入れを促進していく。

【新規就農等について】 全集落共通事項

②遊休農地等となっている地主に対し、農地利用に関する意向及び貸付に関する意向を確認し、利用権設定

や農地中間管理機構を活用したマッチングを促進していく。

①効率的・有効的な農地利用を促進するため、中心経営体等に対して農地集積していく。

 全集落共通事項

 内喜納集落


